
勅
修
御
傳
中
に
於
け
る
疑
義

の
其

一

伊

藤

茄

晃

法
然
上
人
行
歌
書
圖
第
十
三
卷
の
終
り
に
曰
く

、
左
衞
門
志
藤
原
宗
貞
、
な
ら
び
に
妻
室
、
惟
宗
の
氏
女
、
夫
婦
心

ほ

でロり

を

一
に
し

て
堂

舎
建
立

の
發
願
を
な
し
、
雲
居
寺
の
北
東

の
頬
に
其
地
を
し

め
、
建
仁

元
年
四
月
十

九
日
に
上
棟
し

同

二
年
春

の
比
其
功
す
で
に
繆
に
け
り
、
本
尊
は
阿
彌
陀
の
像
、
脇
士

は
觀

暫
地
藏
を
安
置
し
た
て
ま

つ
る
、
同
年

の
秋
の
こ
ろ
上
人
吉
水

の
御
房

よ
り
雲
居
寺

の
勝
應
彌
陀
院

へ
百

日
參
詣
し
給
し
時
、
願
主
宗
貞
門
前

に
蹲
居

し
て

堂
舍
建
立
の
旨
趣
を
の
べ
御
供
養
あ
る

べ
き
由
を
望
申
け
れ
ば
、
上
人
堂
内

に
入
給
て
、
御
像
安
置

の
軆
を
御
覽
せ

ら
れ
、
こ
の
堂
は
源
室
が
供
養

す
べ
き
堂

に
あ
ら
す
ご
て
出
ら
れ
に
げ
り
、
願
圭
そ
の
心
を
得
す
し

て
周
章
す
る
こ

こ
ろ
に
、
或
人
申

て
云
上
人
は
勢
至
菩
薩

の
垂
跡
に
ま
し
ま

ず
ご
云

こ
ご
人
口
あ
ま
ね
し
、
然

る
に
脇
士

に
勢

至
菩

薩

の
ま
し

ま
さ

い
る
こ
ε
.
上
人
の
御
心
に
違

す
る
歟
ご
申
け
れ
ば
、

い
そ
ぎ
叉
勢
至
菩
薩

を
造
立
し
、
本
の
地
藏

を
ば
異
所

に
渡
し
た
て
ま
つ
り
そ
の
跡

に
勢

至
菩
薩
を
居
だ
て
ま

つ
り
て
、
後

上
人
又
雲
居
寺
御
參
詣
の
時
、
建
仁

二
年
入
月
晦

日
、
か
さ
ね
て
案
内
を
申
處

に
相
違
な
ぐ
供
養

を
ご
げ
ら
れ
に
け
り
。

別

の
御
啓

白
な
し
、
た

や
念
佛
千
逼
を
唱

へ
た
ま
ひ
、
や
が
て
不
斷
念
佛
を
始
行
せ
ら
れ
、
寺
號
を
引
攝
寺

ご

つ
け

四
七



四
八

ら
る
、

こ
の
堂

い
ま
に
あ
り
、
勢

至
菩
薩

の
う
し

ろ
に
す

へ
た
て
ま

つ
る
地
藏

こ
れ
な
ぢ
。
以
上
文

余

近
頃
勅
修
御
傳
中
に
於
て
凡
そ
拾
個

の
疑
義
を
擧
げ
以
て
世
の
博
雅
の
示
敖
を
仰
が
ん
ご
欲
す
る
其

の

一
な
る
が

前
記
御
傳
文
中

の
或
人

の
説

ご
云
ふ
、「
上
人
は
勢
至
菩
薩

の
垂
跡

に
ま

し
ま
す
ε
云
こ
ご
人

ロ
あ
ま
ね
し
、
然
る
に
脇

士
に
勢
至
菩
薩
の
ま
し
ま
さ

い
る
こ
ご
上
人
の
御
心
に
違
す

る
歟

云
云
」

の
言
頗
る
不
穩
當
な
る
説
な
り
ご
思
惟
す
る

の
で
あ
る
、
上
人
が
最
初

こ
の
堂

は
源
室
が
供
養
す

ぺ
き
堂

に
あ
ら
す
ご
て
開
眼
を
辭
せ
ら

れ
し

理
由
は
か
㌧
る
意

昧

を
以
て
せ
ら
れ
し
も
の
に
あ
ら
す

し
て
別
に
事
由
の
存
在
を
認

む
る
も

の
で
あ
る
、
上
人
豈

に
自
己
が
勢
至
の
應

現
の

故
を
以
て
勢

至
菩
薩

の
像
な
き
が
爲

め
開

眼
供
養
を
辭
せ
ら
れ
し
・こ
や
.
れ
ば
其
理
由
寧
ろ
淺
薄

に
し
て
徹
底
せ
ざ
る
戚

な
き
能

は
す
。

.

、
抑
も
地
藏
菩
薩
及

び
觀
世
昔
菩
薩
の
爾
奪
は
、
上
古
よ
り
放

光
佛

ご
號
し
て
、
我
朝
廷

に
於

て
御
産
御
濤
の
封
照
本

曾

ご
し

て
南

都
或
は
山
門

の
御
修
法
信

に
よ
り
て
赫
薦

の
凝
ら
さ
れ
だ
る
こ
ご
は
事
實
嫁
b
彼

の
李
安
朝

に
於
て
は
頼

長
の
台
記

、
粂
親

の
山
槐
記
、
少
右
記
中
右
記
、
玉
葉
玉
蕊
等

.如

例
な
る
記
録

に
も
多
く
散
見
す

る
處

の
有
名
な
る
御

修
法

の

一
に
し

て
其
極

め
で
隆
盛

な
り
し

}
例
は
彼

の
清
盛
の
女
建
禮
門
院
が
安
徳
天
皇
を
御
姙
娠
申
せ
し
砌

に
し

て

一
時
否
安
近
畿

の
内
外
諸
寺
諸
山
は
言

ふ
迄
も
な
ぐ
西
は
遠
く
勢
殉
鏃
島
醗
神
、
東

は
鹿
畠
松
島
に
至
る

ま
で

日
本
國

中

に
天
使
を

鱒
涙
さ
れ
て
其
御
凖
産
を
所
願
さ
れ
た
の
で
あ
る
、
か

丶
る
修
法
は
勿
論
宗
敷

の
眞
精
碑

に
あ
ら
ざ
る
》
」

ε
は
識
者
を
俟

つ
て
初
め
て
知

る
も
の
に
あ
ら
ざ
る
や
論
な
し
、
況
ん
や
法
然
上
人
が
御
年
四
十
三
歳
四
明
の
巖
洞
を



出
で
～
洛
都

に
歡
化

の
足
跡
を
印
せ
ら
る
～
の
素
志
は
、
當
時

の
習
慣
π
る
、
か
㌧
る
現
世
所
薦
の
業
を
根
本
的

に
廢

捨
し
て
、
眞
に
宗
敷
的
新
生
活
に
入
ら
ん
ε
欲
す
る
素
意
な
れ
ば
な
b
、
此
意
味
に
於
け
る
御
佛

は
言
ふ
迄
も
な
ぐ
源

筌
の
開
眼
供
養
す

べ
き
も
の
に
あ
ら
ず
ざ
し

て
辭

せ
る
が
當
然
で
あ
る
、
天
台

に
於
て
か

丶
る
修
法
に
飽
け
る
法
然
上

人
が
安
産
所
薦

の
對
照
た

る
放
光
佛

に
醤
し

て
辭
せ
ら
れ
し
も

の
を
願
圭
夫
妻
並

に
當
時
の
人

々
の
其
眞
意
を
領
解
す

る
能
は
す
し

て
上
人
は
勢
至
菩
薩

の
垂
跡
に
ま
し
ま
す

ご
云
ふ
に
地
藏
菩
薩
あ
り
て
勢
至
菩
薩

な
き
を
以
て
辭
せ
ら
れ

た
る
も

の
な
り
ご
解
す

る
こ
ε
の
必
し
も
無
理
か
ら

ぬ
ε
す

る
も
、
苟
も
御
傳
作
者
た

る
も
の
が
當
時
天
台

に
於

て
最

も
隆
盛

を
極

め
し

此
意
を
解
す

る
こ
ご
能
は
す
し
て
か

」
る
記
事
を
掲
ぐ
る
に
至
つ
て
は
自
分

の
最
も
不
可
解

こ
す

る

處
な
蚕
。

三
條
西
實
隆

公
記
第
廿
二

卷
に
曰
く
。

拠

鄰

供
養
舊
記
・
鑁

御
鏨

内
二
蕉
之
・
此
佛
予
不
レ知
乏
・
仍
相
蕁

常
寂
院
乏
處
・
件
.
尊

龜

黐

都

之
二
釁
也
。

　

　

　

ト

ニ

唐
土
或
古
寺
壁

二
有
三

體
之
奪
形
一人
不
レ知
翼
尊
之
多

之
處
、
彼
佛
常
放
昌光
明
一給

フ
仍
俗
呼
稱

放
光
佛
一、
圖
目繪

之

　

　

　

　

　

　

　

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ノ
虞
圖
繪
之
酋
叉
放
レ光
之
事
等
在
乏

、
驪
驗

無
雙
、
産
婦
等
多
預
昌利
生
"、
以
昌此
因
縁
一、

御
産
御
所
上
古
以
來
有
レ之

ヘ

へ

云
云

ε

四
九



五
〇

叉
東
鑑
卷
五
十

　
云
く

弘
長
三
年
十

一
月
十
七
日
甲
午
霽

ニ

被
レ圖
麓繪
供
養
昌放
光
佛
'、
是
堕
奪

家
法
印
申
行
一、
至
咼御
産
之
時
蓮

日
可
レ被
レ奉
晶聡
養
一云
云

叉
阿
娑
縛
抄
第
百
±

二
に

鍵

贈

帖
云
彼
露

昔
有
養

工
、
於
昌鏨

形
豫

必
有
靈
瑞
彼
畫
匠
於
堂
笠

究
暈

簸

菩
薩
一・
次
亦
云
我
亦
畫
聾
響

テ

ニ

晋
一郎
書
一觀

昔

一、
後
此
像
放
」光
明
一、
靈
驗
炳
然

也
、
故
時
俗
傳
稱
號
高放
光
菩
薩
一文

放
光
菩
薩
.記

云
ぐ

梁
朝
漢
州
、
徳
陽
縣
善
寂
寺
東
廊
壁
上

、
張
繪
鯀
晝
一地
藏
菩
薩
觀
昔
菩
陸
門時
人
瞻
禮
異
光
煥
發
、
至
昌麟
徳
元
年
一寺
信

瞻
敬
歎
異
昌於
常
・中
略
、
至
昌粟
拱
二
年

鹽天
后
聞
ひ之
勅
令
蠱
風
人
模
寫
一光
放
如
レ前

、
於
昌内

道
塲

一供
養
、
至
昌大
暦
元
年
一

ス

ノ

チ

ニ

寳
毳
寺
大
徳
於

遣

塲
中
一見
蠶
(相
一表
聞
奏
、
帝
乃
虔
心
頂
禮
歡
一讃

其
光
一菩
薩

現
時
國
當
昌安
泰
覆

有
】商
八
妻
姙
娠

一二

+
入
月
不
産

、
忽

覩
羌

骸

模
寫

、

一
r
1
'?

Q　
於
菩
薩
丶

當
夜
笙

昌下

募

一・
相
好
端
嚴
見
姦

喜
ひ

帖
決
云
、
問
世
人
圖
】二
菩
薩
像

名
爲
一放
光
菩
薩
一、
所
咼請

一
切
心
願

此
菩
薩
出

一荷

説
一耶
、
答
非
昌經
説
農

旦
之
人
所
レ



爲

也
文

、

以
上
の
諸
説
を
綜
合
し
て
考
察
す
る
に
地
藏
觀
昔

の
放

光
菩
薩

ざ
號
す

る
は
經
説

に
あ
ら
ざ
る
も
支
那

に
於
て
往
昔

よ
り
民
髄
に
於
け
る
靈
驗

炳
焉
元
る
も
の
こ
し

て
信
御
せ
ら

れ
た
る
も
の
に
し

て
敢

で
安
産

の
み
に
限

る
譯

に
は
あ

ら

ざ
り
し

も
、
吾
日
本
國

に
來
て
は
他
力
門

の
本
曾
阿

彌
陀
如
來
ε
結
合
し

て
其
脇
士

ε
な
り
た
る
も
の
1
),,,,

て
吾
朝
廷

に
於

て
は
二
菩
薩

に
限
り
姜
産
御
薦

の
對
象

こ
な
れ
る
は
寔
に
三
條
西
實
隆
公
記
の
記
事

の
如
し
、
率
て
我
民
間

に
は

繭
釁
別

々
に
「
腹
帶
地
藏
」
叉
は
「
子
安
觀
昔
」
ご
し

て
日
本
國
内
津
々
浦

々
に
至
る
ま
で
安
産
所

願
の
樹
象
物

と
な
れ
る

事
は
普
く
世
人
の
知
る
處
な
・9
。

我
了
蓮
寺
本
鴬
の
脇
士
も
實

は
地
藏

ご
觀
音
に
し

て
本
尊
彌
陀
如

來
は
惠

心
先
徳
の
作
に
し
て
攝
取
不
捨
を
徳
大
寺

唯
邂
房

に
戚
得

せ
し

め
ら
れ
た
如
來
脇
士
は
所
謂
放
光
佛

に
し
て
地
藏

ご
觀
昔

の
爾
尊
也
雲

店
山
了
蓮
寺
ε
號
し

て
其

寺
傳

は
前
記

の
如
ぐ
勅
傳

の
藤
原
宗
貞

夫
妻
が
宗

翩
法
然
上
人

に
開
眼
供
養
を
懇
講
し
た
る
佛
像
な
-̂
/̂J
傳
ふ
る
の
で

あ
る
、
爾

來
後
光
朋
院
天
皇
を
始
め
ざ
し

て
公
方
歴
代
の
奪
牌
、
高
貴

の
方

に
あ

つ
て
は
有
栖
川
是
光
妙
院
の
宮

二
條

敬
信
院
御
位
牌
等
數
多
あ
り
し
も
、
多
く

は
戊
辰

の
兵
火
明
治
什
三
年

の
類
燒
に
殆
ん
費
烏
有

こ
な
れ
る
が
、
畢

竟
安

産
所
疇

に
用
ひ
ら
れ
し
所
謂
放
光
佛
の
意

昧
な
る
こ
ご
を
知

る

べ
き
な
ら
、
然
り
而
し
て
放

光
菩
薩

の
事
は
支
那
民
間

に
於
妙
る
俗
信
仰
に
起
因
す
る
ご
云

ふ
ご
雖
も
我
朝
廷
並

に
冪
府
に
於
け

る
「
安

産
御
所
」
の
樹
象

冠
な
り

て
は
全
く
其

根
據

な
き
に
し
も
あ
ら
す
。

溝
}h



9

葺
二

十
卷
抄
第
山Ω
観
立日
部
上
曰
く

准
提
大
明
陀
羅
尼
經
云
金
剛
智
譯

.

ス
レ
コ
ト

ミス

レ
バ

たロ

、若
有
識
必
蒭
芯

蒭
尼
耶
婆
索
迦
、
鄂
婆
斯
迦
"、
受

持̀
讀
「㌦訥
此
陀
羅
尼
一滿
九
十

一
返
無
量
劫
來
五
無
間
等

一
切

譜

罪

ク

シ

ス

モ

ニ

　

ニ

　

　

　

　

　

　

　

悉
滅
無
レ餘
、
所
在
生
處
皆
得
レ値
昌遇
諸
佛
菩
薩

一、
所
有
資
具
隨
レ意

充
足

乃
至
下

生
昌人
間
一當
レ爲
轟帝
王
家
叉
或
貴

　

　

ニ

ノ

シ

メ

族
家
"
、
生
二其
家
"無
レ有
昌災
横
病
苦
之
所
腦
一不
レ隨
昌三
惡
逍
趣
一、
復
有
員
一
法
一若
在
レ路
夜
行
念
誦
不
レ闕
、
無
い有
賊

盜

ノ

及
虎
狼
藤
鬼
魅
等
怖
畢

　

シ

　

ム
ル
コ

　

テ

　

　

ニ

ニ

ツ
た
ミ

ス
レ
バ

　

　

君

求
レ
子

於
員盞
夜
一皮
葉

上
晝
H此
陀
羅
尼
一並
書
昌量
子

口以
ご紫
絲
一裏
レ之
念
誦

一
千
入
十
返
安
髪
即
孕

以
上
叙
述
せ
る
如

く
此
秘
法

を
奉
修
す
れ
ば
人
間
に
生
し

て
は
最
上
な
る
帝
皇
の
家
叉
は
曾
貴

の
族

に
生
れ
横
災
病

苦
の
所
腦
を
竟
る
ご
、
叉
其
子
を
求
む
る
秘
法
を
縷
述
す
る

に
あ
ら
す
や
、
此
等

の
經
説
を
典
擦

こ
し

て
我
國
朝
廷
並

に
民
聞

に
於
け
る
安
産

修
法
の
樹
象
物
こ
な
う
、
歴
代
皇
子
を
始
め
ご
し
て
護
持
慣
を
首

ざ
し
て
諸
寺

諸
山

に
焚
け
る

修
法
の
丹
誠
を
抽
ん
つ
る

の
次
第
な
り
し
が
、
吾
法
然
上
人
の
出
現
は
、
か

丶
る
俗
的
信
仰

に
泡

一
大
刷
新
を
加
え
ら

れ
し
革
命

な
り
ざ
も
謂
ふ

べ
き
歟
非
か
。

(
大
正
+
ご
年
一
月
+
入
日
記
)


